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須
藤
　
量
久 

議
員

市
長
に
問
う

問　

平
塚
市
の
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
ど
の
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
き
た
の

か
、
そ
の
基
本
姿
勢
・
考
え
方

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長　
私
は
常
に
市
民
の
立
場

に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
を
何
よ

り
も
大
切
に
し
て
き
た
。
ま
ち

は
行
政
の
み
が
主
体
と
な
っ
て

つ
く
る
も
の
で
は
な
く
、市
民・

議
会
・
行
政
が
知
恵
と
力
を
出

し
合
い
、
協
働
に
よ
っ
て
つ
く

り
上
げ
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
考
え
を
基
に
、「
自
治
基
本

条
例
」
を
制
定
し
た
。
制
定
に

あ
た
り
、
市
民
・
議
会
・
行
政

に
よ
る
３
年
間
に
わ
た
る
議
論

を
重
ね
た
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
自
治
力
や
協
働
の
必
要
性
へ

の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

平
成
23
年
度
当
初
予
算

に

つ

い

て

問　

産
業
の
活
性
化
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
本
市
の
産
業
の

活
性
化
に
向
け
て
、
23
年
度
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
見

解
を
聞
き
た
い
。

市
長　
金
融
支
援
で
は
、
長
引

く
景
気
低
迷
に
対
す
る
緊
急
支

援
策
と
し
て
、
中
小
企
業
等
緊

急
支
援
特
別
補
助
を
一
年
延
伸

す
る
と
と
も
に
、
企
業
立
地
等

促
進
施
策
を
進
め
、
事
業
の
拡

大
を
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、

「
ひ
ら
つ
か
花
ア
グ
リ
」
を
拠

点
と
し
た
農
業
、
観
光
の
振
興

や
、
商
店
街
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

主
な
事
業
か
ら

問　

農
業
振
興
の
新
た
な
拠
点

を
整
備
し
た
本
市
と
し
て
、※
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

経
済
部
長　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
国
の
具
体
的

な
方
針
や
対
応
が
定
ま
っ
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
と
し
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

に
関
す
る
国
の
今
後
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
や

団
体
と
連
携
を
図
り
、
農
業
に

と
っ
て
必
要
な
対
策
を
国
に
求

め
て
い
く
等
の
対
応
を
と
っ
て

い
く
。

問　

農
業
振
興
や
農
業
理
解
を

進
め
る
た
め
に
も
、「
ひ
ら
つ

か
花
ア
グ
リ
」
へ
の
来
場
者
の

確
保
を
さ
ら
に
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
見
解
を

聞
き
た
い
。

経
済
部
長　
本
市
と
し
て
は
、

「
ひ
ら
つ
か
花
ア
グ
リ
」
は
農

業
振
興
の
拠
点
と
し
て
非
常
に

重
要
な
場
所
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
各
施
設
の
特
色
を
生

か
し
た
地
場
産
品
の
販
売
促
進

や
Ｐ
Ｒ
を
行
い
な
が
ら
、
集
客

に
対
す
る
工
夫
を
講
じ
て
い

る
。
ま
た
エ
リ
ア
内
の
各
事
業

者
の
連
携
事
業
や
、
近
隣
市
町

と
連
携
し
た
観
光
ツ
ア
ー
も
実

施
し
て
い
る
。

教
育
長
に
問
う

問　

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面

実
施
へ
向
け
て
、
新
学
習
指
導

要
領
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
備
え
て
き
た
と
思
う
が
、
確

認
も
含
め
具
体
的
な
改
善
内
容

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

教
育
長　
小
学
校
で
は
、
23
年

度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領
の

全
面
実
施
に
向
け
て
、
各
学
校

の
教
育
課
程
編
成
上
の
工
夫
や

課
題
等
に
つ
い
て
、
教
務
担
当

者
会
等
で
情
報
交
換
を
行
い
な

が
ら
、
創
意
を
生
か
し
た
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。
新
た
に
導
入
さ
れ
る
小
学

校
外
国
語
活
動
に
つ
い
て
も
、

本
市
と
し
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
指
導
事
例
を
作
成
し
全
教
員

に
配
付
し
た
。
ま
た
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
を
招
い
て
、
計
画
的

に
研
修
を
行
う
こ
と
で
、
各
校

で
円
滑
に
導
入
が
図
れ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問　

サ
ン
・
サ
ン
ス
タ
ッ
フ（
学

習
支
援
補
助
員
）
は
、
各
学
校

に
平
均
二
人
ず
つ
の
配
属
で
、

勤
務
時
間
も
限
ら
れ
て
い
る
。

学
校
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
充
実
さ

せ
、
き
め
細
か
な
教
育
を
行
な

う
た
め
、
今
後
の
拡
充
の
考
え

方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　
学
習
支
援
補

助
員
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
状

況
、
児
童
・
生
徒
の
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
適
正
な
配
置
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、

併
せ
て
教
職
員
の
定
数
配
当
基

準
の
見
直
し
が
あ
る
。
35
人
学

級
が
今
後
実
現
し
、
学
級
が
増

え
て
い
く
こ
と
に
伴
い
、
担
任

以
外
の
教
職
員
が
学
級
に
対
応

す
る
状
況
が
増
え
る
こ
と
が
十

分
に
考
え
ら
れ
る
。
40
人
学
級

の
定
数
配
当
で
は
な
く
、
35
人

学
級
に
即
し
た
新
た
な
定
数
配

当
基
準
と
な
る
よ
う
国
・
県
に

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
平
均
週
１
回
し
か
派
遣
さ
れ

て
お
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
抱
え
た
児
童
・
生
徒
の
対
応

に
十
分
で
あ
る
と
は
思
え
な

い
。
今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　
ま
ず
市
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
配
置

さ
れ
て
い
な
い
中
学
校
へ
の
配

置
を
行
い
、
中
学
校
全
校
に
県

と
市
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
週
１
日
ず
つ
、
合
わ
せ

て
２
日
派
遣
さ
れ
る
体
制
を
整

え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

松
崎
　
清
子 
議
員

平
成
23
年
度
予
算
編
成

財
政
健
全
化
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

景
気
低
迷
や
少
子
高
齢
化

等
に
よ
る
扶
助
費
の
増
加
に
加

え
、
新
庁
舎
建
設
・
次
期
環
境

事
業
セ
ン
タ
ー
整
備
・
市
民
病

院
の
整
備
な
ど
大
型
事
業
を
控

え
、
計
画
的
な
財
政
運
営
が
求

め
ら
れ
る
。
23
年
度
の
予
算
編

成
に
当
た
り
一
番
心
を
砕
い
た

こ
と
、工
夫
し
た
こ
と
は
何
か
。

市
長　
骨
格
予
算
で
あ
り
、
い

か
に
規
模
を
縮
小
す
る
か
と
い

う
こ
と
、
ま
た
子
ど
も
手
当
の

対
応
に
苦
心
し
た
。
工
夫
し
た

こ
と
は
、
財
政
調
整
基
金
を
取

り
崩
さ
な
い
こ
と
、
臨
時
財
政

対
策
債
の
抑
制
、
前
年
度
繰
越

金
の
最
小
限
度
の
活
用
な
ど
で

あ
る
。

問　

23
年
度
予
算
編
成
に
ど
う

反
映
し
た
の
か
。

市
長　
実
質
単
年
度
収
支
の
歳

出
削
減
努
力
に
よ
る
黒
字
化
、

使
用
料
の
改
定
等
に
よ
る
自
主

財
源
の
確
保
、
ま
た
施
設
整
備

保
全
基
金
へ
の
積
み
立
て
は
利

子
収
入
を
充
て
る
予
定
で
あ
る
。

問　

22
年
度
に
財
政
健
全
化
対

策
で
取
り
組
む
人
件
費
削
減
目

標
は
３
億
６
３
０
０
万
円
だ
が
、

見
通
し
を
伺
い
た
い
。

市
長　
職
員
の
削
減
数
が
目
標

の
30
人
に
対
し
て
11
人
と
下

回
っ
た
こ
と
で
、
約
１
億
６
１

０
０
万
円
の
削
減
と
な
る
。

問　

本
市
の
人
件
費
比
率
の
算

出
方
法
は
、
国
と
同
様
で
歳
出

総
額
に
対
す
る
比
率
だ
が
、
そ

の
手
法
で
は
借
金
し
て
事
業
が

増
え
る
と
人
件
費
比
率
は
下
が

る
こ
と
に
な
る
。
本
来
な
ら
市

税
収
入
に
対
す
る
人
件
費
比
率

を
算
出
す
る
こ
と
が
妥
当
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　
国
の
手
法
も
一
つ
の
方

法
と
考
え
る
。
市
税
収
入
に
対

す
る
人
件
費
比
率
に
つ
い
て
は

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　

本
市
の
人
件
費
は
、
国
の

給
与
水
準
に
対
し
て
６
・
２
％

高
い
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

総
務
部
長　
全
体
的
に
昇
給
制

度
を
見
直
さ
な
い
と
国
の
レ
ベ

ル
ま
で
下
が
ら
な
い
。
地
域
手

当
を
含
め
今
後
検
討
し
て
い
く
。

「
子
ど
も
手
当
」

問　

23
年
度
の
子
ど
も
手
当
の

支
給
総
額
は
58
億
５
０
０
０
万

円
余
り
で
あ
り
、
国
が
全
額
負

担
す
る
と
見
込
ん
で
予
算
計
上

し
て
い
る
。
子
ど
も
手
当
法
案

が
可
決
さ
れ
た
場
合
の
本
市
の

負
担
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま

た
成
立
し
な
い
場
合
、
市
民
は

新
た
な
手
続
き
が
必
要
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
本
市
の

負
担
額
は
５
億
９
０
０
０
万
円

余
り
で
あ
る
。
法
案
が
成
立
し

な
い
場
合
、
現
行
の
子
ど
も
手

当
法
は
22
年
度
限
り
の
時
限
立

法
の
た
め
、
22
年
度
の
２
月
・

３
月
分
が
６
月
に
支
給
さ
れ

る
。
そ
れ
以
降
児
童
手
当
法
が

復
活
す
る
が
、
所
得
の
把
握
や

シ
ス
テ
ム
の
改
修
作
業
が
必
要

に
な
る
。
新
た
な
手
続
き
が
必

要
に
な
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

雇
用
と
地
域
経
済
対
策

問　

23
年
度
の
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

経
済
部
長　
国
の
「
ふ
る
さ
と

雇
用
再
生
特
別
基
金
」「
緊
急

雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基

金
」
を
活
用
し
、
雇
用
を
促
進

し
て
い
き
た
い
。

問　

国
か
ら
の
「
地
域
活
性
化

交
付
金
」
を
受
け
本
市
で
も
経

済
対
策
を
実
施
す
る
が
、
も
う

少
し
事
業
の
ロ
ッ
ト
を
小
さ
く

し
、
市
内
の
隅
々
ま
で
経
済
効

果
が
表
れ
る
よ
う
な
対
策
は
な

か
っ
た
の
か
。

企
画
部
長　
国
県
へ
の
申
請
期

間
が
短
く
、
す
で
に
計
画
が
あ

る
事
業
で
な
い
と
対
応
が
難
し

か
っ
た
。

公
会
計
制
度
の
改
革

問　

国
や
地
方
自
治
体
の
公
会

計
制
度
は
、
事
業
別
の
費
用
対

効
果
を
算
出
で
き
な
い
な
ど
の

課
題
が
あ
り
正
確
性
に
欠
け

る
。
民
間
企
業
が
採
用
し
て
い

る
複
式
簿
記
を
導
入
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
い
た
い
。

企
画
部
長　
す
ぐ
に
は
難
し
い

が
、
先
進
事
例
の
研
究
を
含
め

検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

知
的
好
奇
心
を
育
む

「
子
ど
も
大
学
」

問　
「
子
ど
も
大
学
」は
ド
イ
ツ

で
始
ま
っ
た
も
の
で
、
地
域
に

あ
る
大
学
な
ど
が
連
携
し
て
、

地
域
の
子
供
た
ち
に
大
学
の
教

室
で
教
授
が
研
究
成
果
な
ど
を

教
え
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
子

供
の
教
育
に
非
常
に
効
果
が
あ

る
。
県
内
で
は
、
鎌
倉
市
が
準

備
し
て
い
る
よ
う
だ
が
本
市
で

も
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

教
育
長　
大
学
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
庁
内
関
係
部
課
と

調
整
し
検
討
し
た
い
。

交
通
事
故
件
数
の
増
加

の
現
状
と
安
全
対
策

問　

平
成
22
年
中
の
平
塚
警
察

署
管
内
で
の
交
通
事
故
死
者
数

は
12
人
で
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
、

事
故
件
数
は
１
７
４
６
件
で
ワ
ー

ス
ト
２
で
あ
る
。
中
で
も
自
転

車
の
事
故
が
増
加
し
て
い
る
。

市
民
、諸
団
体
、事
業
者
の
協
力

を
得
て
「
自
転
車
安
全
安
心
条

例
」
を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
部
長　
現
在
検
討
し
て
い

る
「
平
塚
市
自
転
車
の
放
置
防

止
に
関
す
る
条
例
」
の
中
で
自

転
車
の
安
全
利
用
に
つ
い
て
も

規
定
で
き
な
い
か
考
え
た
い
。

清

風

ク

ラ

ブ

公

明

ひ

ら

つ

か

インターネットで
会 議 録 を 検 索
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　市議会での審議の内
容を「会議録」として
まとめています。会議
録は市役所１階市政情
報コーナーなどにある

ほか、平塚市議会のホームページでもご覧い
ただけます。
※３月定例会の会議録は５月下旬に発行・掲
載します。
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※�環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ）：貿易自由化を目指す経済的枠組み。2015年をめどに関税全廃を実現するべく協議が行われている。




